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１． はじめに 

国土地理院の GPS 観測網により、東海地方において２００1 年初頭頃から南東方向への遷移的な変動が通常の西

北西の地殻変動に加わっている事が明瞭に観測されている。浜名湖付近では南東方向への遷移変動は２００５年１

月時点で、水平方向に６ｃｍ程、上下方向で５ｃｍ程の隆起に達している。また、２００４年末頃から南北成分に

は変化は見られないものの、東西成分の遷移変動が小さくなっている。この東西成分の変化は、２００４年紀伊半

島南東沖地震の余効変動の影響であるという指摘もある。しかしながら、現段階では、紀伊半島南東沖地震の余効

変動の影響は小さいと仮定し、定常成分からのずれの地殻変動からフィリピン海プレートと陸側プレートの非地震

性滑りを推定した。この仮定の真偽に関しては、データの集積を待って、今後検討を行っていく予定である。上記

の仮定に基づいた結果は、２００１年初頭頃には浜名湖付近を中心として非地震性滑りの領域が求められ、時間と

共に北東方向へ滑りの中心が動くのが推定されている。本研究では、精密暦を使用した最新のＧＰＳ観測の成果に

基づき、東海地方のゆっくり地震の時・空間変化の最近の状態を推定する。 

 

２． データと解析手法 

データとしては、東海、関東、伊豆地方におけるＧＥＯＮＥＴ９９観測点の２０００年９月－２００５年１月

までの東西、南北、上下変動成分を使用した。１９９７－１９９９年の時系列データから、年周と１次のトレンド

成分を推定し、全期間のデータから取り除き、定常的な地殻変動からのずれ量を推定し、その結果に対して時間依

存のインバージョンに基づいたカルマンフィルターを使用し、東海地方ゆっくり地震における、プレート境界滑り

の空間・時間的な変化を推定している。地殻変動時系列の東西、南北、上下成分の重みは、１：１：３としている。

東海地方のフィリピン海プレートの境界形状は石田（１９９２）の結果に基づいて設定した。 

 

３． 結果と考察 

解析結果としては、東海地方浜名湖付近で、陸側プレートがフィリピン海プレートに対して南東方向に、２０

０１年初め頃から次第に滑りを開始し、２００２年の末頃まで滑り領域の中心が北東方向に４０ｋｍ程移動してい

る。２００３年に入ると滑り速度が２００１年の頃のように大きくなり、現在にいたっている。ただし本解析では、

東海地方の非地震性のプレート間滑りが実際にいつ始まったのか、はっきりとした事はいえない。非地震性滑りの

推定モーメントの時間変化は、２００２年の中頃からエネルギーの放出率が小さくなっていたのが、２００３年に

入ってから再び増加し、２００１年のような高い割合に戻っている。２００４年末頃から遷移地殻変動の東成分が

小さくなっていることを受けて推定モーメントの変化も２００４年末頃から若干小さくなっている。２００５年１

月時点のモーメントマグニチュードはＭｗ７.1 を越えている。学会当日には紀伊半島沖の地震の影響を検討し、

かつ最新のＧＰＳデータに基づいて東海地方の非地震性滑りが時・空間的にどのように推移しているのかを報告す

る予定である。 

 

 


